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１．まえがき  

 合成 I 桁に正曲げモーメントが作用する場合，図－１に示す塑性状態における腹板内の圧縮領域(Dcp)と腹

板厚(tw)の比に応じて塑性モーメントに達することが知られ，コンパクト断面
1)またはクラス１，２断面 2)と

定義されている．この場合でも，コンクリート上面から塑性中立軸のまでの距離(Dp)が大きくなると，塑性モ

ーメントに達する前にコンクリートの圧壊が生じて，塑性モーメントに達しないことになる． 

著者らは，合成 I桁の終局曲げ強度に関する実験的検討を行った 3)．ここでは，それらの結果や，また，文

献 4)の結果を参照しつつ，合成 I桁の曲げ強度評価について考察を加える．  

２．実験結果  

 2005 年に行った実験の供試体諸元を表－１に，1996 年に行った実験の諸元を表－２に示す．また，図－１

に示す応力状態から降伏モーメントと全塑性モーメントを算出した結果と，実験により得られた終局モーメン

トを表－３に示す． 
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表－１ 供試体の諸元 3) 
単位： （N/mm

2
）

幅厚比=200 負曲げ供試体 幅厚比=150
コンクリート 圧縮強度 44.3 コンクリート 圧縮強度 46.6

ヤング係数 3.11×10
4 ヤング係数 3.03×10

4

上フランジ 降伏強度 313 上フランジ 降伏強度 313
引張強度 444 引張強度 444

腹板 降伏強度 336 腹板 降伏強度 304
引張強度 432 引張強度 441

下フランジ 降伏強度 300 下フランジ 降伏強度 300
引張強度 440 引張強度 440

鉄筋 降伏強度 376
SD295 引張強度 515

 
表－２　供試体の諸元4)

単位： （N/mm
2
）

正曲げ供試体 幅厚比=158 正曲げ供試体 幅厚比=118
コンクリート 圧縮強度 58.4 コンクリート 圧縮強度 58.5

ヤング係数 ヤング係数
上フランジ 降伏強度 363 上フランジ 降伏強度 363

引張強度 524 引張強度 524
腹板 降伏強度 464 腹板 降伏強度 409

引張強度 560 引張強度 537
下フランジ 降伏強度 426 下フランジ 降伏強度 426

引張強度 561 引張強度 561
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表－３ 実験で得られた終局曲げ耐荷力  
単位 （MN・ｍ）

幅厚比=158 幅厚比=118 幅厚比=200

局ﾓｰﾒﾝﾄ(Mu) 7.178 7.522 5.493 4.653

伏ﾓｰﾒﾝﾄ(My) 5.776 6.345 3.030 4.041

塑性ﾓｰﾒﾝﾄ(Mp) 7.375 7.747 5.030 4.890

正曲げ供試体 負曲げ供試体
幅厚比=150
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３．海外の耐荷力評価  
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(1) AASHTO-LRFD1) のコンパクト断面の条件式と強度評価式

は，図－１を参照して，以下のとおり与えられる．  
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pu MM =               ( )1.0≤tp DD  

( ) ptp MDD7.007.1 −=  ( )24.01.0 << tp DD  図－１ 桁の断面（正曲げ） 

 ここで，Ｅｓは鋼桁のヤング率，ｆｙは鋼桁の降伏応力度，ｆ
‘
ｃｄはコンクリートの圧縮強度を表す． 

 

(2) EUROCODE2)のクラス２断面に関しても同様に以下のとおりとなる． 
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pu MM =               ( )15.0≤tp DD  

(  ) ptp MDD6.009.1 −=  ( )4.015.0 << tp DD  

 

４．試験結果と耐力評価 
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 図－２に，終局曲げ強度とパラメータ

(Dp/Dt) の関係を示す．図中，実線が AASHTO，

破線が EUROCODE の低減係数である．また，

黒塗り記号が実験値である．正曲げで幅厚比

200 の場合は，終局強度が塑性モーメントを

超える．正曲げの幅厚比 158,118 は，わずか

ではあるが塑性モーメントに達していない

(97～98％程度)．また，負曲げ（圧縮鋼板を

コンクリートで拘束）は，正曲げ時に比べて

小さい強度が得られているが，その原因は，

文献 3)で推測しているように，水平スタッド

に起因した水平ひび割れ（圧壊と異なる）先

行と考えられ，今後調査予定である． 
図－２ 終局曲げモーメントと塑性中立軸の関係

 以上の結果から，AASHTO や EUROCODE の低減係数(コンクリートの圧壊先行による強度低下)は安全側となっ

ていることが分かる．そのため，弾塑性有限変位解析を実施し，新たな評価式を提案したいと考えている．  
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